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W57b すざく衛星搭載X線CCDカメラ (XIS)のP-sum モードの較正 (II)
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「すざく」衛星に搭載されているX線CCDカメラ（XIS）は、観測対象である天体の明るさや時間変動に応じ
て、観測モードを使い分けて観測を行っている。多くの天体は 8秒間露光で１枚の撮像分光を行うNormalモード
を利用しているが，明るい天体で 8秒以下の短時間変動を示す天体にはWindowオプションを利用したり、最速
の 7.8ミリ秒の時間分解能を持つ P-sum/timingモードを用いる。
XISの機上のキャリブレーションは，これまでNormal modeを中心に，windowオプション等の観測モード毎

に，較正項目であるエネルギースケール，エネルギー分解能，量子効率，時刻付け等の較正が緻密に行われてい
る。P-sum modeに関しても，これまでの年会（松田（2009年春季年会），東（2009年秋季年会））で報告してい
るように，キャリブレーションが継続して行われており，較正線源である 55FeからのMn-Kaを利用するだけでな
く，打ち上げ時から，毎年XISは超新星残骸E0102-72をP-sum modeのキャリブレーション用に観測を続けてお
り，各較正項目の経年変化を調べている。例えば，エネルギー分解能に関しては，Normal mode と異なり P-sum
modeでは電荷注入法が使用できないため，現状∼70eV@OVIII，∼ 230eV@5.9keVということが分かっている。
本講演では、P-sum/timingモードの軌上でのキャリブレーションの現状について報告する。


